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SERPINA7 ¥ 2 mAb & DAB &AL /357 « VBB E MHEEA#ORRE
BEOHT.

SERPINA7 ¥ 2 mAb & DAB &AL /57 « VBB E MEREAORRE
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	応用
	抗原情報
	背景
	血流中で甲状腺ホルモンであるチロキシン（T4）と3,5,3'-トリヨードチロニン（T3）を輸送する役割を担うタンパク質は、チロキシン結合グロブリン（TBG）、トランスサイレチン、アルブミンの3つです。この遺伝子は、血清中の主要な甲状腺ホルモン輸送タンパク質であるTBGをコードしています。このタンパク質はゲノミクス上はセルピンファミリーに属しますが、他の多くのセルピンファミリーメンバーのように阻害機能はありません。この遺伝子の変異はTGB欠損症を引き起こし、血清中のTBG濃度に基づいて、部分欠損、完全欠損、過剰の3つに分類されています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっていますが、これらのバリアントの全長は未だ解明されていません。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	SERPINA7マウスmAb（緑）を用いたA431細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	SERPINA7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A431 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SERPINA7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SERPINA7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

